
「醍醐山十景」と深草元政（高橋）（ 1 ）

は
じ
め
に

元
政
（
元
和
九
・
一
六
二
三
〜
寛
文
八
・
一
六
六
八
）
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
京

都
深
草
を
拠
点
と
し
た
日
蓮
宗
（
法
華
宗
）
僧
侶
で
あ
り
、
漢
詩
や
和
歌
の
創
作
、

教
学
そ
の
他
の
著
述
に
お
い
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
教
学
面
で
は
、
特
に
戒
律

を
重
ん
じ
た
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
漢
詩
に
関
し
て
は
、『
草
山
集
』
を
は

じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
詩
集
に
ま
と
め
ら
れ
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る（（
（

。

先
ご
ろ
筆
者
は
、
た
ま
た
ま
京
都
の
真
言
宗
醍
醐
派
総
本
山
醍
醐
寺
に
伝
わ
る

『
醍
醐
寺
史
料
』
の
な
か
に
、
お
そ
ら
く
詩
集
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ

る
「
醍
醐
山
十
景
」
と
題
す
る
元
政
の
漢
詩
を
見
出
し
た
の
で
、
全
文
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
作
成
の
背
景
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

一
　「
醍
醐
山
十
景
」
の
概
要

ま
ず
は
、「
醍
醐
山
十
景
」
の
基
本
的
な
書
誌
情
報
か
ら
記
す
。
本
史
料
は
『
醍

醐
寺
史
料
』
第
二
三
三
函
二
三
号
に
該
当
し
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳

『
醍
醐
寺
文
書　

第
二
三
三
函
（
七
）』（
請
求
番
号
：6171.62-45-1542

）
に
て
写

真
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
体
裁
は
袋
綴
冊
子
（
楮
紙
）、
七
紙
（
表
紙
本
紙

共
紙
）
か
ら
な
り
、
法
量
は
縦
二
四
・
九
㎝
、
横
一
七
・
六
㎝
で
あ
る
。
続
い
て
、

史
料
全
文
の
翻
刻
を
掲
げ
る
。
文
中
、
』
は
改
行
箇
所
を
示
す
も
の
と
す
る
。

（
表
紙
外
題
）

「
醍
醐
山
十
景
深
草
里

元
政
上
人
作
」

（
表
紙
右
下
）

「
醍
醐
寺
普
賢
院
蔵
」

　
　

醍
醐
山
十
景

笠
峰
紅
葉

秋
天
霜ハ

落テ

満
山
紅○
ナ
リ、
空
濶タ
ル』
乾
坤
錦
繍ノ

叢○

、
一
片ノ

白
雲
』
新ニ

出ツ
!

岫○
ヲ、
驚キ

看ル

楓
葉ノ

化ス
ル
カ
ト

%

』
飛
龍○
ニ$、

炭
山
壄
梅

二
月
雲
荘
探ル
%

壄
梅○
ヲ$、

鸎
』
南
鸎
北
壓テ
!

枝ヲ

開○
ク、

炭
山
』
想
像ス

羅
山ノ

夢○

、
日ニ

認テ
%

風

香ヲ
$

』
帯テ
!

月ヲ

回○
ル、

本
宮
深
邃

清
瀧ハ

高
社
白
雲ノ

巓○
キ、
杦
』
老ヒ

榕
荒テ

鳥
路
懸○
ル、
垂テ
%

跡ヲ

』
神
嵓ニ
$

長ク

應
護○
ス、
星
霜
七

百
』
有
餘
年○

、

丈
嵓
傑
観

崔
嵬
攀
盡テ

望メ
ハ%

平
原○
ヲ$、』

山
媚ヒ

水
妍テ

千
里
分○
ル、

八
万ノ

』
獅
牀
容イ
レ
テ不

!

廣○
セ、

長
明カ

方
』 

丈
貯フ
%

乾
坤○
ヲ$、

研
究
報
告

「
醍
醐
山
十
景
」
と
深
草
元
政

高　
　

橋　
　

慎
一
朗
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西
谿
秋
月
水
本
之
院
中
額
芸
房

西
谿
秋
満テ

月
花
寒○
シ、

半
夜
』
芸
房
尚ヲ

倚ル
!

欄○
ニ、

恰モ

似テ
&

義
風ノ

』
除フ
ニ%

俊
雨○
ヲ$、

片
雲
断ル

處
一
輪
』
團○
ナ
リ、

直
谷
夜
雨

雨
惹ヒ
イ
テ%

寒
雲ヲ
$

鎖ス
%

洞
門○
ヲ$、
凄
』
涼タ
ル

直
谷
自ラ

黄
昏○

、
光
皐
』
濕ス
!

夢ヲ

千
年ノ

鶴○

、
孤
岸

返ス

』
聲ヲ

半
夜ノ

猿○

、

南
谿
夜
雪

粉
壄
瓊
峰
夜
色
清○
シ、』

回
欄
立
盡ス

㶚
陵ノ

情○

、
無ク
!

』
音モ

無キ
!

臭モ

南
谿ノ

暁○

、
碎
玉
』
珍

瓏タ
リ

竹
一
聲○

、

横
峰
歸
樵

夫ハ

負イ
%

茅
柴ヲ
$

婦ハ

戴キ
!

薪○
ヲ、』

遥ニ

攀テ
%

盤
道ヲ
$

野
談
親○
シ、』

横
峰ノ

新
月
清シ
テ

如シ
!

晝○
ノ、』

目
送ス

煙
村
留
裏ノ

人○

、

石
間
采
蕨

袺
襭
已ニ

盈テ

長ク

忘
!

機○
ヲ、』

修
垌
渡
跨
弄ス
%

芳
菲○
ヲ$、』

石
間ノ

猿
月
令シ
テ%

!

人ヲ

傷○
マ$、

曽
』
嶺
遅

徊
賦
采
薇
、

寂
谷
観
花

行
々
佇
眄シ
テ

樂ム
%

芳
辰ヲ
$、』
梨
雪
櫻
雲
満
目
新ナ
リ

、』
寂
谷
為メ
ニ

花ノ

沈
下睡
レ
ハ

酔上
、シ
テ』
夢ハ

廻ル

潘

縣
万
家
春
、

右
、
十
景
詩
深
草
里
霞
谷
山
人
元
政
和
尚
作
也
、』
予
自
先
住
法
印
相
傳
之
、
後
資

能
傳
持
以
謾
』
莫
令
散
失
焉
耳
、

　

文
化
十
龍
集
癸
酉
六
月
三
日
戊戌
為
後
生
識
知
註
之
、

　
　
　
　
　
　
　

醍
醐
寺
普
賢
院
兼
西
光
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
圓
僧
正
澄
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
秋
五
十
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
臘
四
十
六

本
文
に
お
い
て
は
、
首
題
に
続
い
て
、
十
箇
所
の
醍
醐
山
（
醍
醐
寺
）
周
辺
の
名

勝
と
、
そ
れ
ぞ
れ
を
題
と
し
て
詠
ま
れ
た
漢
詩
（
七
言
絶
句
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

漢
詩
に
は
、
漢
字
の
右
の
送
り
仮
名
、
左
の
返
り
点
の
ほ
か
、
句
末
の
字
の
右
横
に

目
印
と
し
て
○
が
付
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
見
落
と
し
な
ど
の
単
純
な
ミ
ス
と
思

わ
れ
る
が
、
末
尾
近
く
で
は
○
が
欠
落
し
て
い
る
。「
寂
谷
観
花
」
の
句
中
、「
睡
」

の
右
に
「
下
」、「
酔
」
の
右
に
「
上
」
の
符
号
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
校
正
符
号
と
み

ら
れ
、
睡
と
酔
を
上
下
入
れ
替
え
て
「
沈
酔
シ
テ
睡
レ
ハ
」
と
す
る
の
が
正
し
い
形

と
な
る
。
ま
た
、
合
符
も
施
さ
れ
て
い
る
が
、
翻
刻
で
は
煩
雑
を
避
け
る
た
め
に
省

略
し
た
。

末
尾
に
は
書
写
奥
書
が
あ
り
、
本
作
品
が
「
霞
谷
山
人
元
政
和
尚
」
の
作
で
あ
る

こ
と
と
、
醍
醐
寺
普
賢
院
の
澄
意
が
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
書
写
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
奥
書
部
分
の
四
角
っ
ぽ
く
大
振
り
な
書
体
は
、
ま
さ
に
他
の
多
く
の
史
料

か
ら
知
ら
れ
る
澄
意
の
特
徴
的
な
書
体
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
澄
意
自
身
の
書

写
に
か
か
る
と
み
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

二
　
元
政
と
醍
醐
寺

本
章
で
は
、
元
政
が
「
醍
醐
山
十
景
」
と
題
す
る
一
連
の
漢
詩
を
詠
む
に
至
っ
た

背
景
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

「
醍
醐
山
十
景
」
と
い
う
詩
題
が
、
中
国
・
宋
で
成
立
し
た
著
名
な
画
題
・
詩
題

で
あ
る
「
瀟
湘
八
景
」
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ

も
そ
も
誰
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
筆
者
の
知
る
限
り
で

は
、
今
回
取
り
上
げ
る
元
政
作
の
題
詩
の
ほ
か
に
は
醍
醐
山
十
景
を
詠
ん
だ
漢
詩
・

和
歌
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
画
題
と
し
て
作
成
さ
れ
た
絵
画
も
存
在
し
な
い
よ

う
で
あ
る
。

唯
一
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
京
都
の
地
誌
『
京
羽
二
重
』
巻
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一
「
十
景
」
の
項
目
の
な
か
に
、「
醍
醐
十
景
」
の
記
述
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で

は
、
笠
峰
紅
葉
・
炭
山
埜
梅
・
本
宮
深
邃
・
丈
巌
傑
観
・
西
嶽
秋
月
・
真
谷
夜
雨
・

南
谿
夜
雪
・
横
峯
歸
樵
・
石
間
采
蕨
・
寂
谷
観
花
の
十
箇
所
の
構
成
要
素
の
み
が
挙

げ
ら
れ
、
漢
詩
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
若
干
誤
写
と
思
わ
れ
る
部
分
が
あ
る
が
（
西

嶽
・
真
谷
）、
基
本
的
に
は
元
政
の
醍
醐
山
十
景
の
構
成
と
共
通
し
て
い
る
。『
京
羽

二
重
』
は
元
政
没
後
十
数
年
た
っ
て
か
ら
の
刊
行
で
あ
る
か
ら
、
元
政
の
醍
醐
山
十

景
に
取
材
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
醍
醐
山
十
景
の
地
点
は
い

ず
れ
も
上
醍
醐
周
辺
に
点
在
し
、「
笠
峯
」
は
上
醍
醐
の
主
峰
・
笠
取
山
、「
炭
山
」

は
炭
山
村
、「
本
宮
」
は
清
瀧
宮
、「
西
谿
」
は
西
谷
、「
直
谷
」
は
直
谷
（
ス
グ
ガ

タ
ニ
）、「
南
谿
」
は
南
谷
、「
横
峰
」
は
横
峰
峠
、「
石
間
」
は
岩
間
寺
、「
寂
谷
」

は
寂
静
院
谷
に
相
当
す
る
。「
丈
嵓
」
は
不
明
で
あ
る
が
、
上
醍
醐
の
山
中
か
と
思

わ
れ
る
。

以
上
よ
り
、
醍
醐
山
十
景
の
選
定
そ
の
も
の
が
元
政
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

を
題
に
し
て
漢
詩
も
詠
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

で
は
、
日
蓮
宗
の
僧
侶
で
あ
る
元
政
が
、
真
言
宗
寺
院
の
醍
醐
寺
周
辺
で
十
景
を

選
定
し
詩
題
と
し
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
の
要
因
は
、
当
時
の
八
景
・
十

景
ブ
ー
ム
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、『
京
羽
二
重
』
に
お
い
て
、「
醍
醐
十
景
」
の
ほ
か

に
「
洛
陽
十
景
」「
東
山
十
景
」「
清
水
十
景
」「
紫
雲
山
十
景
」「
愛
宕
十
景
」「
修

学
院
御
苑
十
景
」
が
列
挙
さ
れ
、
さ
ら
に
「
八
景
」・「
十
境
」・「
十
二
景
」
の
項
目

が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
全
国
的
に
見
て
も
、「
近
江
八
景
」
や

「
金
沢
八
景
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
江
戸
時
代
前
期
に
は
画
題
・
詩
題
と
な
る
名
勝

の
セ
ッ
ト
や
禅
宗
寺
院
の
境
致
の
セ
ッ
ト
で
あ
る
「
十
境
」
な
ど
の
選
定
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
詩
作
を
通
じ
て
元
政
と
き
わ
め
て
密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
陳
元
贇
と
い
う

人
物
が
賛
を
添
え
た
、
岩
佐
又
兵
衛
筆
「
瀟
湘
八
景
図
巻
」（
出
光
美
術
館
蔵
）
と

い
う
絵
画
作
品
も
残
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
陳
元
贇
（
一
五
八
七
〜
一
六
七

一
）
は
中
国
・
明
の
出
身
で
、
日
本
に
移
住
し
て
詩
・
陶
芸
・
拳
法
な
ど
で
活
躍
し

た
人
物
で
あ
り
、
元
政
と
陳
元
贇
の
漢
詩
を
収
録
し
た
『
元
元
唱
和
集
』
な
る
も
の

も
編
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
元
政
の
漢
詩
文
集
『
草
山
集（（
（

』
第
四
巻
「
重
ね
て
鷹

峯
に
遊
ぶ
の
記
」
に
よ
れ
ば
、
鷹
峯
の
普
明
庵
に
は
、
林
羅
山
作
と
陳
元
贇
作
の
二

種
の
十
境
詩
が
掲
げ
て
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
近
世
初
期
の
文
芸
界
は
「
八
景
・
十
景
ブ
ー
ム
」
の
真
っ
只
中
に

あ
り
、
そ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
元
政
も
新
た
な
十
景
詩
の
創
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

実
際
、
元
政
は
京
都
深
草
の
霞
谷
に
称
心
庵
と
い
う
庵
室
を
構
え
て
起
居
し
て
い

た
が
、「
霞
谷
十
二
景
」
な
る
も
の
を
選
ん
で
板
書
し
て
庵
室
に
掲
げ
楽
し
ん
で
い

た
と
い
う（（
（

。
元
政
の
詩
文
集
『
草
山
集
』
を
見
て
み
る
と
、
第
十
九
巻
に
は
、「
稲

荷
社
の
八
景
」
や
「
琵
湖
の
八
景
を
和
す
」
と
い
う
八
景
詩
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

後
者
は
、
い
わ
ゆ
る
「
近
江
八
景
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
『
草
山

集
』
に
は
、
一
首
の
詩
で
は
あ
る
が
、「
八
景
」（
第
十
六
巻
）・「
八
景
に
題
す
」

（
第
十
九
巻
）・「
石
山
に
登
り
て
琵
湖
の
八
景
に
題
す
」（
第
二
十
三
巻
）
と
い
う
詩

も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
元
政
は
、
当
時
の
在
京
詩
人
の
一
般
的
嗜
好
に
な
ら
っ
て
京

都
周
辺
の
景
勝
地
を
題
材
に
し
た
八
景
・
十
景
詩
を
詠
み
、
醍
醐
山
十
景
も
そ
の
な

か
の
一
つ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

元
政
が
醍
醐
山
十
景
を
制
作
し
た
第
二
の
要
因
は
、
醍
醐
の
地
理
的
条
件
で
あ

る
。
京
都
南
方
に
位
置
す
る
醍
醐
は
、
元
政
の
居
住
す
る
深
草
か
ら
は
至
近
の
距
離

に
あ
っ
た
。
元
政
は
み
ず
か
ら
「
吾
性
、
丘
山
を
愛
す
」（『
草
山
集
』
第
十
四
巻

「
勧
修
寺
の
山
路
」）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
山
中
を
逍
遥
す
る
こ
と
を
好
み
、
深
草
周

辺
の
山
々
を
巡
っ
て
は
創
作
の
題
材
を
得
て
い
る
。
例
え
ば
『
草
山
集
』
に
は
、

「
稲
荷
山
に
登
る
の
記
」（
第
四
巻
）・「
石
山
よ
り
岩
間
寺
に
至
る
の
記
」（
第
五

巻
）
な
ど
が
見
え
て
い
る
。

そ
う
し
た
活
動
の
一
環
と
し
て
、
元
政
は
醍
醐
に
も
し
ば
し
ば
足
を
運
ん
で
い
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る
。『
草
山
集
』
第
二
十
二
巻
に
よ
れ
ば
、
元
政
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
八
月

に
上
醍
醐
の
「
南
谷
」
の
坊
に
宿
泊
し
、
坊
の
「
看
院
」
と
歓
談
、
月
を
賞
翫
し
て

「
醍
醐
寺
に
登
り
て
月
を
観
る
詩
五
首
」・「
奥
の
院
を
尋
る
に
見
ず
」・「
絶
頂
に
月

を
見
る
」
の
三
作
品
を
残
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
詩
は
「
醍
醐
山
十
景
」

と
は
別
の
作
品
で
あ
る
。
な
お
、
元
政
の
深
草
庵
室
の
後
身
で
あ
る
瑞
光
寺
に
は
元

政
自
筆
の
「
醍
醐
之
詩
」
が
伝
来
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
『
草
山
集
』
所
収
の
「
醍

醐
寺
に
登
り
て
月
を
観
る
詩
五
首
」・「
絶
頂
に
月
を
見
る
」
と
ほ
ほ
同
文
で
あ
り
、

「
醍
醐
山
十
景
」
そ
の
も
の
で
は
な
い（（
（

。

翌
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
八
月
、
元
政
は
下
醍
醐
の
赤
間
（
醍
醐
寺
伽
藍
の
北

の
地
域
）
の
知
人
宅
に
宿
し
、「
醍
醐
山
の
下
に
月
を
看
る
」
な
ど
の
詩
を
作
っ
て

い
る
（『
草
山
集
』
第
二
十
四
巻
・
第
二
十
九
巻
）。
加
え
て
、
同
じ
時
に
詠
ん
だ
と

み
ら
れ
る
和
歌
も
、『
草
山
和
歌
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
草
山
集
』
第
二
十
九

巻
に
は
、「
八
月
二
十
一
日
、
余
、
醍
醐
赤
間
の
宅
に
宿
す
。
明
朝
粥
後
将
に
帰
ら

ん
と
す
。
宅
主
留
め
て
曰
く
、
今
日
我
が
南
谷
先
師
の
忌
な
り
。
請
ふ
疎
斎
を
供
せ

ん
。
余
、
即
ち
一
偈
を
留
め
て
去
る
」
と
あ
っ
て
、
赤
間
の
知
人
の
「
先
師
」
が

「
南
谷
」
の
僧
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
元
政
が
前
年
宿
し
た
上
醍
醐
南
谷
坊

の
看
院
と
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。

ほ
か
に
も
、
元
政
に
は
「
三
宝
院
に
過
る
」
な
る
詩
が
あ
り
（『
草
山
集
』
第
二

十
三
巻
）
が
あ
り
、
醍
醐
寺
周
辺
を
散
策
し
て
は
詩
作
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。

第
三
の
要
因
は
、
元
政
が
抱
い
た
醍
醐
寺
・
真
言
に
対
す
る
親
近
感
、
で
あ
る
。

右
に
見
た
よ
う
に
、
距
離
的
な
近
さ
か
ら
元
政
が
醍
醐
寺
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
こ

と
は
想
像
で
き
る
が
、
加
え
て
人
的
な
交
流
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
親
近
感
も
存
在

し
た
と
思
わ
れ
る
。

『
草
山
集
』
所
収
の
「
行
状
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
彦
根
藩
に
仕
え
て
い
た
元
政

は
、
十
九
歳
の
時
に
泉
涌
寺
雲
龍
院
の
如
周
正
専
の
法
華
経
講
義
を
聴
聞
し
て
出
家

を
志
願
す
る
が
、
如
周
に
「
あ
な
た
は
ま
だ
若
い
か
ら
時
期
尚
早
で
あ
る
」
と
し
て

止
め
ら
れ
た
と
い
う
。
如
周
（
一
五
四
九
〜
一
四
六
七
）
は
、
泉
涌
寺
八
十
世
長
老

と
な
る
真
言
系
の
律
僧
で
あ
り
、
雲
龍
院
中
興
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
如
周
は

寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
に
醍
醐
寺
無
量
寿
院
の
尭
円
か
ら
伝
法
灌
頂
を
受
け
て

い
る
（『
醍
醐
寺
史
料
』
第
八
一
函
一
一
〇
号
）
ほ
か
、
上
醍
醐
慈
心
院
の
理
政
法

師
か
ら
即
身
成
仏
義
を
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ（（
（

、
醍
醐
寺
の
事
相
教
学
を
相
承
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
元
政
は
如
周
の
没
後
二
十
六
歳
の
時
に
出
家
し
て
日
蓮
宗
妙

顕
寺
日
豊
の
弟
子
と
な
る
が
、
出
家
後
も
た
び
た
び
泉
涌
寺
雲
龍
院
を
訪
ね
て
、
如

周
と
の
邂
逅
を
偲
ん
で
い
る
（『
草
山
集
』
第
四
巻
「
泉
涌
寺
に
遊
ぶ
の
記
」）。

よ
っ
て
、
如
周
と
縁
が
深
い
醍
醐
寺
に
関
し
て
も
元
政
が
親
近
感
を
抱
い
た
こ
と
は

十
分
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
元
政
は
、
近
世
初
期
の
戒
律
復
興
運
動
を
先
導
し
た
真
言
系
の
律
僧
で
、
京

都
槇
尾
の
平
等
心
王
院
中
興
の
明
忍
（
一
五
七
六
〜
一
六
一
〇
）
の
行
業
記
を
著
し

て
い
る
（『
草
山
集
』
第
七
巻
）。
こ
の
行
業
記
の
制
作
は
、
日
蓮
宗
を
脱
し
て
平
等

心
王
院
に
お
い
て
律
僧
と
な
っ
た
省
我
の
依
頼
に
依
る
も
の
で
あ
る
が（（
（

、
元
政
本
人

が
明
忍
の
興
律
の
思
想
に
共
感
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
成
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
草

山
集
』
第
二
十
二
巻
「
宇
治
の
紀
事
并
に
序
」
に
お
い
て
は
、
中
世
を
代
表
す
る
真

言
律
の
僧
・
叡
尊
の
業
績
を
顕
彰
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
元
政
は
律
を
介
し
て
真
言
系
の
僧
侶
に
も
心
を
通
わ
せ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。『
草
山
集
』
か
ら
は
、
智
積
院
の
宥
遍
や
東
寺
の
長
順
と
も
親
交
が

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
元
政
は
律
・
真
言
に
限
ら
ず
禅
・
浄
土
な
ど
の
他
宗
の
僧
と
も
交
流

が
あ
り
、
時
と
し
て
宗
門
内
か
ら
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
俗
人

も
含
め
た
交
友
関
係
の
広
さ
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る（（
（

。

以
上
の
三
つ
の
要
因
が
合
わ
さ
っ
て
、
元
政
の
「
醍
醐
山
十
景
」
は
成
立
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
制
作
年
代
を
絞
り
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
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寛
文
六
年
の
上
醍
醐
登
山
・
宿
泊
が
契
機
と
な
っ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

三
　
澄
意
の
「
醍
醐
山
十
景
」
書
写

そ
れ
で
は
、
元
政
作
「
醍
醐
山
十
景
」
は
、
い
か
に
し
て
醍
醐
寺
に
残
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
ら
た
め
て
「
醍
醐
山
十
景
」
の
書
写
奥
書
を
確
認

し
て
み
る
と
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
、
醍
醐
寺
普
賢
院
お
よ
び
西
光
院
主
の

澄
意
が
、「
先
住
法
印
」
よ
り
「
相
伝
」
し
て
書
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

同
奥
書
に
よ
れ
ば
澄
意
は
こ
の
時
に
五
十
六
歳
で
あ
る
か
ら
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五

八
）
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
生
誕
時
に
は
す
で
に
元
政
没
後
九
十
年
を
経
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
澄
意
も
「
先
住
法
印
」
も
元
政
本
人
と
は
面
識
は
な

か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

い
っ
ぽ
う
で
、「
醍
醐
山
十
景
」
の
表
紙
に
は
「
醍
醐
寺
普
賢
院
蔵
」
と
の
伝
領

書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
澄
意
以
降
は
下
醍
醐
の
普
賢
院
に
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
澄
意
に
「
醍
醐
山
十
景
」
を
与
え
た
「
先
住
法

印
」
と
は
、
普
賢
院
の
先
代
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
る
。「
普
賢
院
院
務
次
第
」

（『
醍
醐
寺
史
料
』
第
五
八
函
二
四
四
号
）
は
、
鎌
倉
時
代
嘉
暦
年
中
の
建
立
と
し
、

開
祖
の
覚
融
阿
闍
梨
か
ら
、
中
絶
を
挟
ん
で
暁
海
法
印
ま
で
の
九
名
を
あ
げ
て
い

る
。
と
り
あ
え
ず
最
末
の
暁
海
法
印
が
候
補
と
な
る
が
、
同
史
料
に
よ
れ
ば
暁
海
は

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
二
月
二
十
八
日
没
で
あ
り
、
澄
意
が
明
和
五
年
（
一
七
六

八
）
の
得
度
（『
醍
醐
寺
史
料
』
第
九
一
函
四
一
号
）
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る

と
、
暁
海
か
ら
澄
意
に
直
接
相
承
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
微
妙
で
あ
る
。
ま
た
澄
意
は

「
普
賢
院
十
四
世
」
を
名
乗
っ
て
い
る
が
（『
醍
醐
寺
史
料
』
第
四
二
八
函
一
三

号
）、
院
務
次
第
に
従
う
と
澄
意
は
十
世
に
な
る
は
ず
で
齟
齬
が
生
じ
る
。
し
か

し
、
澄
意
は
別
の
史
料
で
は
「
普
賢
院
中
興
以
後
六
世
」
と
も
名
乗
っ
て
お
り

（『
醍
醐
寺
史
料
』
第
二
〇
三
函
五
四
号
）、
院
務
次
第
で
は
中
興
の
実
円
権
律
師
か

ら
数
え
て
暁
海
は
五
世
と
な
る
の
で
、
澄
意
の
先
代
を
暁
海
と
み
て
矛
盾
は
な
い
。

以
上
よ
り
、
少
な
く
と
も
澄
意
の
前
の
普
賢
院
主
暁
海
の
代
に
は
「
醍
醐
山
十

景
」
が
醍
醐
寺
内
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
よ
り
以
前
、
誰
が

い
つ
醍
醐
寺
に
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
可
能
性
が

あ
る
の
は
元
政
本
人
か
ら
醍
醐
南
谷
坊
の
僧
へ
と
い
う
ル
ー
ト
で
あ
ろ
う
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
元
政
は
上
醍
醐
南
谷
の
坊
に
宿
し
て
、
同
坊
を
管
理
す
る

僧
侶
と
交
流
を
持
っ
て
い
た
。『
草
山
集
』
第
二
十
二
巻
に
よ
る
と
、
南
谷
の
坊
は

「
一
定
律
師
の
旧
居
」
で
あ
る
と
い
う
。
一
定
と
は
、
醍
醐
寺
の
第
五
代
座
主
で
、

「
塔
院
律
師
」
と
称
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
（『
醍
醐
寺
新
要
録
』）。
慶
長
三
年
（
一
五

九
八
）
の
「
醍
醐
寺
寺
領
目
録
案
」（『
醍
醐
寺
史
料
』
第
一
四
函
一
六
三
号
『
大
日

本
古
文
書　

醍
醐
寺
文
書
之
十
』
二
二
四
二
号
）
に
見
え
る
「
南
谷
坊
」
が
こ
の
坊

に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
が
、
元
政
と
交
流
の
あ
っ
た
当
時
の
「
看
院
」
の
名
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、『
草
山
集
』
第
二
十
九
巻
「
醍
醐
に
月
を
観
る
詩
の
跋
」
に

は
、
元
政
が
寛
文
六
年
に
上
醍
醐
で
詠
ん
だ
詩
を
、
翌
年
に
「
醍
醐
」
の
あ
る
人
物

の
求
め
に
応
じ
て
、
自
ら
書
し
て
送
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
送
り
先
は
、
お

そ
ら
く
南
谷
坊
の
管
理
者
で
下
醍
醐
赤
間
に
居
住
す
る
例
の
僧
で
あ
ろ
う
。「
醍
醐

山
十
景
」
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
南
谷
坊
の
僧
も
し
く
は
そ
の
ほ
か
の
醍
醐
寺
の
僧

の
求
め
に
応
じ
て
元
政
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
が
、
い
つ
し
か
普
賢
院
に
伝
来
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
醍
醐
山
十
景
」
の
一
つ
「
西
谿
秋
月
」
に

「
水
本
之
院
中
額
芸
房
」
と
の
注
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
水
本
（
釈
迦
院
。
報
恩
院

の
上
醍
醐
に
お
け
る
別
院
）
の
僧
が
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
定
か
で
は

な
い
。

と
こ
ろ
で
、
最
終
的
に
書
写
を
行
っ
た
澄
意
と
は
、
ど
の
よ
う
な
僧
で
あ
っ
た
ろ

う
か
。『
醍
醐
寺
史
料
』
第
六
八
函
三
九
号
（
六
九
）
に
よ
れ
ば
、
天
明
五
年
（
一

七
八
五
）
に
理
性
院
杲
観
よ
り
受
法
し
て
お
り
、『
同
』
二
七
七
函
二
号
に
よ
る
と

金
剛
王
院
流
も
杲
観
か
ら
相
承
し
て
い
る
。
ま
た
、『
同
』
第
七
二
一
函
一
三
三
号
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（
一
〇
）
か
ら
は
、
澄
意
は
最
終
的
に
は
僧
正
の
位
に
昇
り
、
文
政
三
年
（
一
八
二

〇
）
に
六
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
澄
意
は
歴
史
上
は
著
名
な

人
物
で
は
な
い
が
、
き
わ
め
て
大
量
の
聖
教
・
典
籍
を
書
写
お
よ
び
相
伝
し
て
、
現

在
の
醍
醐
寺
史
料
の
中
に
残
し
て
い
る
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

澄
意
の
「
醍
醐
山
十
景
」
書
写
は
、
他
の
普
賢
院
伝
来
の
聖
教
・
典
籍
の
書
写
と

一
体
の
も
の
で
あ
り
、
彼
の
広
範
で
旺
盛
な
書
写
活
動
の
一
端
を
示
す
も
の
と
言
え

よ
う
。

お
わ
り
に

法
華
僧
元
政
が
「
醍
醐
山
十
景
」
を
制
作
し
た
理
由
に
は
、
元
政
が
醍
醐
寺
に
親

近
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
真
言
系
の
「
律
」
を
介

し
て
の
交
流
と
い
う
部
分
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
後
代
の
澄
意
が

「
醍
醐
山
十
景
」
を
書
写
し
た
背
景
に
も
、
律
を
重
視
し
た
元
政
へ
の
崇
敬
の
心
情

が
多
少
は
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
澄
意
は
寛
政
七
年
（
一
七

九
五
）
に
西
大
寺
叡
尊
の
年
譜
の
校
合
を
お
こ
な
い
（『
醍
醐
寺
史
料
』
第
一
一
函

一
〇
九
号
（
五
）『
大
日
本
古
文
書　

醍
醐
寺
文
書
之
八
』
一
七
〇
七
号
）、
書
写
の

二
年
前
の
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
は
東
大
寺
戒
壇
院
に
お
い
て
、
律
で
重
視
さ

れ
る
自
誓
受
戒
の
儀
礼
を
受
け
て
お
り
（『
醍
醐
寺
史
料
』
第
九
一
函
八
号
）、
律
へ

の
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
よ
り
、
近
世
の
文
芸
作
品
の
伝
播
に
は
、
間
接
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
い
わ

ゆ
る
「
近
世
興
律
運
動
」
と
呼
ば
れ
る
宗
派
を
超
え
た
律
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
影

響
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

注（
1
）
元
政
に
関
す
る
先
行
研
究
は
き
わ
め
て
多
い
が
、
主
な
も
の
と
し
て
、
青
山
霞
村

（
嘉
次
郎
）『
深
草
の
元
政
』（
東
亜
堂
書
房
、
一
九
〇
九
年
）、
小
林
啓
善
『
草
山
元

政
教
学
の
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
二
年
）、
萩
原
是
正
編
『
深
草
元
政
上

人
墨
蹟
』（
大
神
山
隆
盛
寺
、
二
〇
一
六
年
）、
池
上
本
門
寺
霊
宝
殿
編
『
深
草
元
政

聖
人
と
池
上
』（
同
殿
、
二
〇
一
七
年
）、
川
口
智
康
編
『
深
草
元
政
『
草
山
集
』
を

読
む
―
近
世
初
期
学
僧
の
こ
と
ば
と
心
―
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
）、
植
木
雅

俊
『
江
戸
の
大
詩
人　

元
政
上
人
―
京
都
深
草
で
育
ん
だ
詩
心
と
仏
教
―
』（
中
央

公
論
新
社
、
二
〇
一
八
年
）、
岡
雅
彦
他
編
『
深
草
瑞
光
寺
所
蔵
元
政
上
人
資
料
集

―
近
世
京
洛
寺
院
の
学
問
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
三
年
）
な
ど

が
あ
る
。

（
2
）
以
下
、『
草
山
集
』
の
引
用
は
、
注
1
川
口
智
康
編
書
に
よ
る
。

（
3
）
注
1
青
山
霞
村
書
。

（
4
）
注
1
岡
雅
彦
他
編
著
。

（
5
）
赤
松
俊
秀
監
修
『
泉
涌
寺
史　

本
文
篇
』（
泉
涌
寺
、
一
九
八
四
年
）
に
よ
る
。

た
だ
し
典
拠
史
料
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
6
）
行
業
記
お
よ
び
元
政
と
省
我
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
片
桐
海
光
「
深
草
元
政
に
み

る
律
僧
と
の
交
流
」（『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
三
二
号
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
。

（
7
）
注
1
の
各
書
お
よ
び
岡
田
栄
照
「
草
山
元
政
に
つ
い
て
の
批
判
」（『
印
度
学
仏
教

学
研
究
』
五
三
号
、
一
九
七
八
年
）
な
ど
。


